
安
定
か
ら
「
攻
め
」
強
調

中
小
企
業
政
策
を
抜
本
改
革
民主・吾肝ヨ会議が
提言へたたき台

業
政
策
提
言
の
た
た
き
台
を
ま
と
粛
た
な
事
業
活
動
、
海
外
展
開
の
■
由
加
」
を
新
た
に
講
じ
る
べ
き
1
1
誹

施
策
の
一
つ
に
位
置
付
け
た
。
政

策
提
言
は
1
0
日
ご
ろ
の
策
定
を
目

指
し
て
い
る
。

た
た
き
台
で
は
、
中
小
企
業
全

般
を
取
り
巻
く
環
贋
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
進
展
や
人
口
減
少
社
会
の

到
来
な
ど
に
よ
る
国
内
市
場
の
縮

小
、
低
価
格
競
争
、
環
境
制
約
へ

の
対
応
な
ど
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

施
策
の
重
点
を
、
①
仕
事
量
確

保
に
向
け
た
海
外
展
開
支
援
な
ど

②
技
術
刀
な
ど
中
小
企
業
の
競
争

力
（
供
給
力
）
向
上
を
支
援
③
公

的
支
出
に
よ
る
需
要
創
出
と
施
策

と
し
た
。
そ
の
上
で
、
分
野
別
の
一

こ
っ
ち
建
設
業
は
、
公
共
事
業
縮
減

ル

”

”

妻

ル

微

少

＃

W

棚

桝

浩

明

硯

杉
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…
や
事
業
者
数
の
過
剰
、
過
当
競
争

言
よ
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
（
過
度
な
安

砲
受
注
）
と
い
っ
た
環
境
に
置
か

れ
、
▽
異
業
種
連
携
▽
適
正
取
引

高
推
進
▽
海
外
展
開
▽
イ
ン
フ
ラ

輸
出
1
－
な
ど
が
現
在
の
課
題
だ

妄
し
て
い
る
。

∵

・

1

∴

∴

、

に
立
ち
、
中
小
企
業
が
果
敢
に
挑
ル

戦
で
き
る
こ
と
を
後
押
し
す
る
政

策
展
開
が
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る

と
指
摘
。

じ
め
防
止
対
策
の
徹
底
▽
個
人
保

証
制
度
の
見
直
し
を
含
む
信
用
保

証
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
融
資

の
実
施
④
平
時
の
セ
ー
フ
テ
ィ
⊥

ネ
ッ
ト
整
備
－
ム
4
項
巨
旦

め
る
べ
き
だ
と
し
た
。
　
一

こ
の
う
ち
国
内
需
要
創
出
で

は
、
事
業
承
継
支
援
や
取
引
慣
行

の
適
正
化
に
引
き
続
き
取
り
組
む

こ
と
に
加
え
、
必
要
な
公
共
事
業

や
農
業
対
策
の
積
極
的
な
実
施
に

努
め
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
講
じ
る
べ
き
施

策
と
し
て
、
▽
人
材
確
保
や
連
携

支
援
な
ど
の
新
規
展
開
へ
の
公
的

助
成
拡
大
▽
フ
ァ
ン
ド
の
充
実
も

一
難
開
銅
駆
関
臓
錯
錮

政
策
予
算
総
額
の
大
幅
拡
大
と
執

行
体
制
見
直
し
ー
ー
な
ど
1
1
施
策

を
掲
げ
た
。
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